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最
近
の
畜
産
物
市
場
の
動
向
を
見
て
い
る
と
、

「
三
つ
の
嵐
」
が
吹
き
荒
れ
て
、
需
要
を
減
少
さ
せ
、

畜
産
物
価
格
を
下
落
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

第
一
の
嵐
は
「
不
況
の
嵐
」
で
あ
り
、
第
二
の
嵐

は
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
起
因
す
る
過
剰
な
ま
で
の
「
不
安
の

嵐
」
で
あ
り
、
第
三
の
嵐
は
食
品
の
産
地
表
示
偽

装
に
よ
る
「
不
信
の
嵐
」
で
あ
る
。

　

三
つ
の
嵐
に
対
応
し
て
「
三
つ
の
競
争
」
が
、

い
ま
、
畜
産
業
界
で
は
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
「
コ
ス
ト
競
争
」、「
安
全

性
確
保
競
争
」、「
信
頼
性
回
復
競
争
」

で
あ
る
。
従
来
の
コ
ス
ト
競
争
に
加
え

て
、
食
の
安
全
性
を
確
保
し
、
消
費
者

に
安
心
感
を
与
え
て
購
買
意
欲
を
引
き

出
す
安
全
性
確
保
競
争
が
今
ま
で
以
上

に
強
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
安
全
性
や
ブ
ラ
ン

ド
が
信
頼
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る

信
頼
性
回
復
競
争
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
九
月
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
直
後
に
は
、
行
政
上

の
混
乱
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
、
素
早

い
行
政
対
応
が
な
さ
れ
、
食
肉
処
理
場
に
お
い
て

全
頭
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
世
界
最
高
水
準
の

安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
四
頭
目
の

Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
牛
が
確
認
さ
れ
て
も
大
き
な
混
乱
は

な
く
、
価
格
の
下
落
も
大
き
く
は
な
い
。
消
費
者

の
信
頼
が
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
証
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
牛
の
確
認
頭
数
が
少

な
い
の
は
、
高
齢
の
乳
用
牛
を
数
多
く
の
食
肉
処

理
場
が
受
入
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
高
齢
乳
用
牛
が
牧
場
で
飼
養
さ
れ
続
け

る
と
、
酪
農
経
営
を
圧
迫
し
、
今
年
の
夏
に
は
、

生
乳
不
足
が
発
生
す
る
心
配
が
あ
る
。
例
え
、
新

た
な
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
牛
が
発
見
さ
れ
て

も
、
そ
の
肉
は
市
場
に
出
回
ら
な
い

こ
と
を
よ
り
強
く
消
費
者
に
浸
透
さ

せ
、
牛
肉
消
費
の
減
退
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
安
全
性
対
策
の
理
解
促

進
を
図
っ
た
上
で
、
ま
た
酪
農
家
へ

の
支
援
を
保
障
し
た
後
で
高
齢
乳
用
牛
の
処
理
を

促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

だ
が
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
の
原
因
は
い
ま
だ
に
未
解

決
で
あ
る
。
確
認
さ
れ
た
四
頭
の
感
染
牛
は
ほ
ぼ

同
時
期
に
生
ま
れ
、
し
か
も
同
一
の
代
用
乳
が
与

え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
同
時
期

に
生
ま
れ
、
同
一
の
代
用
乳
を
与
え
ら
れ
た
牛
を

徹
底
的
に
検
査
す
る
の
が
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
清
浄
国
に
復

帰
す
る
早
道
で
あ
る
。

　

四
頭
の
感
染
牛
に
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
群

馬
県
内
の
同
一
工
場
で
製
造
さ
れ
た
代
用
乳
の
原

料
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
我

が
国
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
が
な
ぜ
発
生
し
た
の
か
、
海
外
か

ら
輸
入
さ
れ
た
感
染
肉
骨
粉
に
よ
る
も
の
か
、
国

内
で
飼
養
さ
れ
て
い
た
羊
に
起
因
す
る
も
の
か
徹

底
的
な
解
明
を
期
待
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、
畜
産
物
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
を

回
復
す
る
に
は
情
報
の
提
供
も
ま
た
肝
要
で
あ
る
。

平
成
十
二
年
に
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
牛
が
百
六
十
一
頭
見

つ
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
を
昨
年
の
暮
れ
に
調
査
し
た
。
ま

ず
、驚
い
た
の
は
、パ
リ
の
地
下
鉄
の
駅
構
内
や
市
内

の
ビ
ル
の
壁
面
に
、
畳
六
枚
程
度
の
大
き
な
牛
肉
の

写
真
と
「
国
産
牛
肉
は
安
全
で
す
」
と
書
い
た
ポ
ス

タ
ー
が
数
多
く
掲
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

カ
ル
フ
ー
ル
（
量
販
店
）
の
店
舗
に
行
っ
て
み

た
。
牛
肉
に
は
、
牛
の
出
生
地
、
肥
育
地
、
と
畜

場
番
号
、
加
工
処
理
施
設
番
号
の
シ
ー
ル
が
貼
ら

れ
、
店
頭
に
は
シ
ャ
ロ
レ
ー
等
の
牛
の
品
種
の
写

真
と
説
明
文
も
大
き
く
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
農
場

か
ら
食
卓
ま
で
の
ト
レ
イ
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
追
跡

可
能
性
）
が
確
立
し
て
お
り
、
流
通
末
端
の
量
販

店
に
お
い
て
生
産
・
加
工
・
流
通
の
情
報
が
消
費

者
に
伝
達
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

　

関
係
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
牛
肉
消
費
拡
大
に

努
め
た
結
果
、
消
費
水
準
は
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
当
初
の

四
〇
〜
五
〇
％
減
少
か
ら
、
今
で
は
五
〜
一
〇
％

の
減
少
水
準
ま
で
回
復
し
て
き
た
と
関
係
者
は
言
っ

て
い
た
。消
費
者
の
信
頼
回
復
が
最
重
要
で
あ
る
。
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